
明j堂院は、大級殿院の南に位i遣する |旦1l!iIIに|周まれ

た東西 235m、南北 320mの空間1で、 "1" う火~処ミ占tの l広玄場 (ωt4; 

!厄延) を lは2事制練I!の建物 (~刺列 2蛍芦) が取り囲みます。靭刺1堂院

でで、は、様荷な政務や儀式が執り行われました。

奈良文化財研究所都城発銅調査部では、 2008{I二度

以降、 l悶庭の整備状況や版原宮造符過院の令容flí~ 1羽l

にむけた発加調査に取 り組んでいます。今|旦|の訓住

地は、湖底の東北部にあたります。

これまでの調査で、 朝庭は際を敷いて整備されて

おり、儀式で使用する瞳竿 (はたざお)と考えられ

る柱穴併や、 排水川のH古渠などが設けられたことが

わかっています。また、際放の下回には、藤原告;iti

;営期の治構(先行条Jjj・巡河 ・建物 ・満 ・沼状i立構

など)が存{:C<lることが明らかになっています。

今阿の調査は、際敷広場でのさE1111利川のあり方や

際放下層における泣梢の状況を確認することを主な

FI flkJと Lて進めて きました。調有は 2013年 4月か

ら開始し、現在も継続しています。調査而fi'lは 1430

rriです。

調査の結'*、 J依原宮}切の遺構として、割1庭の際敷

広場と担I'/J<!flのl深話時渠、 1探敷上から品IT!り込む東1!Ei

HI句の柱列などをli(ff認 しました。

柱列は 3m (10尺)間隔で、 19基を確認しました。

長さは 54m以上に及び、さらに調査区の東に延び、る

可能性があります。柱穴はやや小さめで、径 30cmliii

後の不整円形をしています 。主]!ょに礁を含んでいる

ことから、 l際政上から品目り込んだことがわかります。

柱穴直上の際政而は、周囲 よりわずかに降り上がっ

ています。柱列のJTI途などについては、今後検討を

深めてし当〈必要があります。

また、 1深放広場の 1'1日では、大小波数の沼状巡構

が見っかりました。これまで沼状逃梢は lつの大き

なものと考えていましたが、複数の沼状辿構が隣接

していたことがIYJらかとなりました。邸!土には木屑

が含まれ、岸付近には瓦が多誌に捨てられていると

ころもありました。

l!Q]庭のZEIlij利j日や藤原?;の造営過程を考える 1:で、

武重な子がかりを得ることができました。
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北から磯敷広場全景

調査区位置 図 (青色はこれまでに発鼠調査した場所)北西から沼状遺構の岸と瓦r留まり

傑敷の検出作業

藤原宮 朝堂院朝阜の調査 (掩鳥『長時都 179;x調査I且地説明会資料)

2013.12.21 

西から
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東西方向の柱列西から磯敷を一昔日はがした状況
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